
　

（
国
語
）
前
期
選
抜
採
点
基
準　
　
　
　
　

「
採
点
基
準
」
で
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
各
校
の
統
一
見
解
で
採
点
さ
れ
た
い
。 　

 

 

問　

題

配
点

 

　
　
　

 
 

正　
　
　
　
　

答　
　
　
　
　

例

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

備　
　
　
　
　

考

 　

 

 

㈠ 
六
点 

 

①

 
 

お
ご
そ
（
か
）

②

 
 

あ
や
つ
（
る
）

＊　

各
一
点
。 

 

 
 

 
 

点 
 

 

③

 
 

ゆ
か
い

④

 
 

補
（
う
）

＊　

字
体
・
字
形
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
「
常 

 

18

 
 

　

用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）
」
（
文
化
審
議 

 

 
 

⑤

 
 

賛
否

⑥

 
 

移
住

　

会
国
語
分
科
会
）
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。

  
  

㈡

二
点

 

①

　

イ

②

 
 

エ

＊　

各
一
点
。

  
  

㈢

二
点

 

①

 
 

ア

②

 
 

エ

＊　

各
一
点
。

  
 

 

 

㈣

二
点

 

①

　

ア

②

 
 

イ

＊　

各
一
点
。

  
  

㈤

二
点

 

①

 
 

ウ

②
 
 

ア

＊　

各
一
点
。

  
  

㈥

一
点

 

あ
じ
き
な
く
ぞ
は
べ
る

  

㈦ 

三
点

 

①

 
 

イ

＊　

一
点
。

  

 

②

 
 

ウ

＊　

二
点
。

  

 

㈠

二
点

 
 

ウ 
  

 
 

 
 

 
 

点 

㈡

二
点

 
 

エ
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㈢

三
点

未
成
熟
で
発
芽
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
段
階 

  
 

 

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

 

（
十
八
字
）

 
  

㈣

三
点

か
み
砕
か
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
胃
や
腸
で
消
化
さ
れ
て
し

＊　

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を 

 

 

ま
っ
た
り
す
る 

　

み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。 

 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
二
十
八
字
） 

　

・　

種
子
が
動
物
か
ら
受
け
る
被
害
に
つ
い
て
的
確
に
と
ら
え
て
い

 

 

　
　

る
か
。 

 

 

　

・　

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。 

 

 
 

  

＊　

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

 
 

  

＊　

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
一
点
を
減
じ
る
。 

 

 
 

  

＊ 
 

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主
述 

 

 

　

の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読
点
、 

 

 

　

符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
じ
る
。

  
  

㈤

三
点

 
 

エ

  
  

㈥

二
点

 
 

イ

 

 

㈦

二
点

 
 

ウ

  
  

㈧

三
点 

カ
プ
サ
イ
シ
ン
の
刺
激
に
敏
感
な
哺
乳
類
に
食
べ
ら
れ
る

＊　

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
、
的
確
に
ま
と
め
る
力
を 

 

 
 

こ
と
な
く
、
鈍
感
な
鳥
だ
け
に
食
べ
て
も
ら
う 

　

み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て
採
点
さ
れ
た
い
。 

 

 
 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
四
十
字
） 

　

・　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
進
化
に
つ
い
て
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
か
。 

 

 
 

 

　

・　

「
こ
の
辛
味
の
感
じ
方
の
違
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
違
い
か
を

 

 
 

　
　

明
ら
か
に
し
て
書
き
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
。 

 

 
 

　

・　

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
か
。 

 

 
 

 
  

 

＊　

同
様
の
趣
旨
で
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

 
 

 
  

 

＊　

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
一
点
を
減
じ
る
。 

 

 
 

 
  

 

＊ 
 

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主
述 

 

　

の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読
点
、 

　

符
号
の
用
い
方
等
）
が
二
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
一
点
を
減
じ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
裏
面
へ
続
く
）

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

 

 

㈠

二
点

　

②

 

点

㈡ 
十
点 

　

言
葉
の
中
に
は
、
本
来
の
意
味
と
は
反
対
に
な
る

 

＊　

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
適
切
に
書
き
あ 
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よ
う
な
使
い
方
や
、
本
来
の
意
味
と
は
別
の
意
味
が

 

　

ら
わ
す
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て 

多
数
派
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
使
い
方
が
広
ま
っ
て

 

　

採
点
さ
れ
た
い
。 

い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。　
　

 
 

　

・　

用
法
に
変
化
が
起
き
て
い
る
言
葉
を
使
う
と
き
に
、
ど
の
よ
う

　

用
法
に
変
化
が
起
き
て
い
る
言
葉
を
使
う
と
き
に

 

　
　

な
こ
と
を
意
識
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
明
確 

100

は
、
誤
解
を
招
い
た
り
、
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た

 

　
　

に
書
き
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
。 

り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
よ
っ
て
、
私
は
、
自

 

　

・　

二
段
落
構
成
で
書
き
、
第
一
段
落
に
は
【
資
料
２
】
か
ら
読
み 

分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
正
し
く
相
手
に
伝
わ
る
よ
う

 

　
　

取
れ
る
こ
と
を
書
き
、
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
で
書
い
た
こ 

に
言
葉
を
付
け
足
し
、
文
脈
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
す

 

　
　

と
を
も
と
に
、
用
法
に
変
化
が
起
き
て
い
る
言
葉
を
使
う
と
き 

る
こ
と
を
意
識
し
た
い
。
ま
た
、
相
手
が
ど
の
よ
う

 

　
　

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
自
分 

200

に
理
解
し
て
い
る
の
か
を
意
識
し
て
、
相
手
に
応
じ

 

　
　

の
考
え
を
相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
論
理
的
に
書
き
あ
ら
わ 

た
わ
か
り
や
す
い
伝
え
方
も
心
が
け
た
い
。　
　
　

 

　
　

し
て
い
る
か
。 
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（
二
百
三
十
七
字
） 

 
 

 

＊　

出
題
の
趣
旨
に
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 
 

 

＊　

字
数
の
不
足
・
超
過
に
つ
い
て
は
、
二
十
字
以
内
の
場
合
は
一
点

　

を
減
じ
る
。
二
十
字
を
超
え
る
場
合
は
二
点
を
減
じ
る
。 

 
 

＊　

表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語
句
の
意
味
・
用
法
、
主

　

述
の
照
応
等
）
、
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
仮
名
遣
い
、
句
読 

　

点
、
符
号
の
用
い
方
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
等
）
が
二
か
所
あ
る
も 

　

の
は
一
点
を
減
じ
る
。
三
か
所
以
上
あ
る
も
の
は
二
点
を
減
じ
る
。

　

合
計　

五
十
点

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 


